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もちつきを行う児童と保護者

昔ながらの習慣を体験

品
目
な
が
ら
の
日
本
の
習
慣
を
体
験
し

な
が
ら
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
、

一
月
二
十
日
、
長
浜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
ふ
る
さ
と
学
習
も
ち
つ
き
集
会
」

が
行
わ
れ
、
長
浜
小
学
校
の
先
生
・
児

童
・
保
護
者
合
わ
せ
て
約
三
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
児
童
会
の
要
望
で
パ

ザ
l
の
収
益
金
や
P
T
A
-
地
域
の
方
々

の
協
力
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
用
意
さ
れ
た
八
台
の
う
す
で

八
班
に
分
か
れ
、
約

一
俵
の
も
ち
を
次
々

に
つ
き
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
も
ち
つ

き
は
も
ち
ろ
ん
、
き
ね
ゃ
う
す
を
見
る

も
の
は
じ
め
て
と
い
う
児
童
た
ち
の
初

体
験
に
、
「
よ
い
し
ょ
!
」
と
威
勢
の

い
い
か
け
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
か
け

ら
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
い
学

習
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
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←第 1号被保険者→|←第 2号被保険者→ 1←第3号被保険者→

(:i業者52)
/ 

(ま

します
帯

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
所
が
あ

る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
全
て
の

人
が
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
加
入
の
種
類
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
め
方
や
受
け
取
る
年
金
の
内
容
が
変

わ
り
ま
す
。

世マ

あ
な
た
の
加
入
す
る

1) 

国

民

年

金

? 

Lま

フサ

第
一
号
被
保
険
者
・
:
自
A
呈
末
、
農
業
、

自
由
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
人
及
び

大
学
生
、
専
門
学
校
生
な
ど
の
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
。

第
二
号
被
保
険
者
:
・
厚
生
年
金
(
船

員
を
含
む
)
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
。

第
三
号
被
保
険
者
・
・
・
厚
生
年
金
保
険

(
船
員
を
含
む
)
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
。

任
意
加
入
被
保
険
者
・
:
老
齢
(
退
職
)

年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
歳
未
満
の
人
。

日
本
に
住
所
が
あ
る
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
人
。

海
外
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
日
本
人
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
の
届
け
出

ご
主
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
サ
ラ

こん窓と創立必す手続患をグ
こんなとき | 20歳になったとき

20歳になって職場の年金(厚生年金や共済組合)に加入して

いない人は、国民年金の加入手続きが必要です。

必要なもの | 印かん

こんなとき | 住所や氏名が変わったとき

住所や氏名を変更する手続きをしてください。保険料を口座振替

で納めている人は、金融機関の変更手続きも必要です。

必要なもの | 印かん・年金手帳

こんなとき | 会社などに就職したとき

第 1号被保険者、第 3号被保険者が職場の年金に加入した

ときは、国民年金の手続きをしてください。

(扶養する配偶者についても必要)

必要なもの ! 印かん・年金手帳(健康保険証)

こんなとき | 会社などを退職したとき

職場の年金に加入していた人が60歳前に退職したときは、

国民年金に加入する手続きをしてくださ l'0 
(扶養する配偶者についても必要)

必要なもの | 印かん・年金手帳

こんなとき |老齢になったとき・障害になったとき

年金を受けようとするときは、本人からの請求が必要です。

必要なもの |国民年金の窓口へお問い合わせ下さい。

リ
i
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保

険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

が
、
加
入
に
は
届
け
出
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
は
、
ご
主
人
の
加
入

し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

が
制
度
と
し
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
個

人
が
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

異
動
の
あ
っ
た
時
は
そ
の
都
度
届
け
出

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の

受
け
取
る
年
金
は

あ
な
た
の
受
け
取
る
年
金
は
、
六
十

五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

「
老
齢
基
礎
年
金
」
、
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
「
障
宝
基
礎
実
主
、

遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

「
遺
族
基
礎
年
金
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
期
間
は

受
給
資
格
期
間
は
、
次
の
期
間
を
合

計
し
て
二
十
五
年
以
上
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
満
額
の
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
四
十
年
間
の
加
入
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

O
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間。
O
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

第 1号被保険者、第 3号被保険者が死亡したときは、国民l-続きを山ださい
(遺族基金年金・死亡 時金の請求ができる場合があります)

死亡したときこんなとき

届出が必要なと き 加入者の種目IJ の変更

ご主人が自営業をやめて
第 1号被保険者→第 3号被保険者

会社に就職

会社員と結婚後に20歳到
未加入→第 3 号 被保険者

1 遠

家事手伝いなどの人が会
第 1号被保険者→第 3号被保険者

社員と結婚

結婚退職
第 2号被保険者→第 3号被保険者

共働きの中止

ご主人が会社を退職して
自営業に

第 3号被保険者→第 1号被保険者
奥さんの収入が増加し被
扶養者でなくなる
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も

母加入可能年数早見表

生 年 月 日 加入可能年数

昭和 8年 4月 2日~昭和 9年 4月 1日 32年

昭和 9年 4月 2日~昭和10年 4月 1日 33年

昭和10年 4月 2日~昭和11年 4月 1日 34年

昭和 11年 4 月 2B~昭和 12年 4 月 1 日 35年

昭和12年 4月 2日~昭和13年 4月 1日 36年

昭和13年 4月 2臼~昭和14年 4月 1日 37年

昭和14年 4月 2臼~昭和15年 4月 1日 38年

昭和15年 4月 2日~昭和16年 4月 1日 39年

昭和16年 4月 2日以降 40年

(例 1)国民年金(第1号、第3号)
だけの人

老齢基礎年金

第 3号第 l号

歳

l
l
i

n
U
 

た
期
間
。

O
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
の
厚
生

年
金
保
険
(
船
員
保
険
)
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
期
間
。

O
任
意
加
入
で
き
る
人
が
任
意
加
入

し
な
か
っ
た
期
間
。

加
入
可
能
年
齢
と
は

国
民
年
金
が
発
足
し
た
昭
和
二
一
十
六

年
四
月
一
日
に
す
で
に
二
十
歳
以
上
だ
っ

た
人
は
、
六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
四
十

年
間
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 (例 2)国民年金と厚生年金(第2号

被保険者')期間のある人

そ
こ
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
(
加

入
可
能
年
数
)
に
、
す
べ
て
保
険
料
を

納
め
る
と
四
十
年
間
加
入
し
て
い
た
人

と
同
じ
年
金
額
が
、
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年

金

額

は

七
十
八
万
円

保
険
料
を
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
四
十
年
間
(
昭
和
一
一
一
十
六
年
四
月
に

二
十
歳
を
越
え
て
い
た
人
は
六
十
歳
ま

で
)
納
め
た
場
合
は
、
年
額
七
十
八
万

円
(
平
成
六
年
十
月
一
日
改
正
)
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

四
十
年
の
納
め
る
期
間
は
、
生
年
月

日
に
よ
り
上
記
の
加
入
可
能
年
数
に
な

り
ま
す
が
、
保
険
料
の
未
納
や
免
除
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
よ
り

受
給
年
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た 老齢基礎年金

期
間
も
年
金
の
計
算
に
含
ま
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
完
全
自
動
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
に
よ
っ
て
、
毎
年
の
物
価
上

昇
率
に
応
じ
て
確
実
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。な

お
、
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、

上
図
で
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

例
1
:
・
同
民
年
金
だ
け
の
人
は
、
原

則
と
し
て
六
十
五
歳
に
な
れ
ば
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
六

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
で
も
繰
り
上
げ
請

求
を
行
え
ば
、
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
例
2
・
・
・
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
期
間

の
あ
る
人
は
、
六
十
歳
か
ら
厚
生
年
金

か
国
民
年
金
(
繰
り
上
げ
請
求
)
の
い

ず
れ
か
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
給
の
繰
上
げ

と

繰

下

げ

繰
り
上
げ
請
求
・
:
老
齢
基
礎
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
は
、
希
望
者
に
よ
り
六

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
に
繰
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
請
求
を

さ
れ
る
と
き
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

O
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
退
職
ま
た
は
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

O
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
期

静老齢基礎年金の繰上げ支給による減額率と繰下げによる増額率

支
給
率

年

齢

支
給
開
始

聞
の
あ
る
人
は
、
六
十
歳
か
ら
受
け
取

ら
れ
る
特
別
支
給
の
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

O
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

六
卜
五
歳
ま
で
は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

。
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

。
繰
り
上
げ
請
求
し
た
あ
と
、
障
害

者
や
寡
婦
に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
基

礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。
繰
り
下
げ
請
求
・
・
・
六
十
六
歳
以
降
に

繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
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支
給
さ
れ
る
要
件

階
計
基
礎
年
金
は
、
次
の
要
件
が
揃

え
ば
卜
ん
給
さ
れ
ま
す
。

。
初
診
日
に
お
い
て
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
入
、
ま
た
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
六
卜

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
日
本
凶
内
に

住
所
の
あ
る
人
が
、
障
害
等
級
表
の
一

級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
と
き

。
初
診
円
前
の
加
入
期
間
の
内
、
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
一
一
一
分
の
二
以

上
あ
る
こ
と
が
必
安
で
す
。
た
だ
し
、

初
診
U
が
千
成
八
年
山
月
一
日
前
の
と

き
は
、
直
近
一
年
間
に
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
二
十
歳
に
な
る
前
に
、
一
級
ま
た

は
二
級
の
障
害
と
な
っ
た
人
は
、
二
十

歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
額
は

一
級
障
害
;
九
十
仁
万
五
千
円

二
級
障
害
:
七
十
八
万
円

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、

牛
討
を
維
持
さ
れ
て
い
る
十
八
歳
未
満

の
子
供
が
い
る
場
合
は
、
次
の
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

加算額加算対象の子

1人、 2人
( 1人につき)

3人以降
( 1人につき)

支
給
さ
れ
る
要
件

遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
に
該
当
す
る

人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
十
八
歳
(
障

害
者
は
一
一
十
段
)
末
満
の
子
供
が
あ
プ
匂

妻
、
ま
た
は
、
十
八
日
成
(
障
害
苫
は
二

十
歳
)
未
満
の
子
供
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
。

②
困
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ

る
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
で

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

③
老
齢
基
礎
午
盆
の
受
給
濯
が
あ
る

人。
④
老
齢
基
礎
年
金
の
そ
給
資
格
間
同

を
満
た
し
て
い
る
人
っ

①
と
⑦
一
の
場
合
、
凶
民
年
金
に
加
入

し
た
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め
期

間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
一
一
一

分
の
一
一
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
死
亡
日
が
平
成
八
年
四
月

一
日
以
前
の
と
き
は
、
直
近
の
一
年
間

に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
け
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
額
は

七
十
八
万
円
(
平
成
六
年
十
け
一
は

改
正
)

子のある妻の受ける年金額

金額

1，303，600円

1，004，400円

年

2人のとき

1人のとき

子の数

子のみの場合に受ける

1，079，200円

こ
の
他
、
第
一
号
被
保
険
者
に
は
、

独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
ハ
一

付
加
年
金
・
明
-
定
額
の
保
険
料
に
月
額

四
百
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
納

め
た
月
数
×
二
白
円
(
年
額
)
の
金
額

が
老
齢
蒸
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金
:
・
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格

期
間
を
満
た
し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け

な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
、
婚
姻
関
係

が
十
年
以
上
あ
っ
た
妻
が
六
十
歳
か
ら

六
十
五
此
に
な
る
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
、

夫
が
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
四
分

の
一
一
一
の
額
で
す
。

死
亡
一
時
金
(
平
成
六
年
卜
一
月
九

日
改
正
)
:
・
保
険
料
を
一
二
年
以
上
納
め

た
人
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
の
い
ず
れ
も
受
け
な
い
で
死
亡
し
、

そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の

加
入
期
聞
が
あ
る
場
合
は

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
則
間
が
一
年

※付加保険料納付済期聞が 3年以上のと
きには8，500円が加算されます。

以
し
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期

間
を
満
た
し
て
い
る
人
が
、
六
十
議
以

上
で
退
職
し
て
い
る
か
、
在
職
中
で
も

給
料
が
二
疋
以
下
の
場
令
は
、
六
十
丘

歳
に
な
る
ま
で
の
問
、
同
一
γ

牛
年
会
保
険

独
自
の
給
付
と
し
て
老
齢
巾
牛
年
余
が

特
別
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金

民
也
齢
厚
生
年
金
は
、
厚
生
年
金
保
険

の
加
入
期
間
が
あ
る
人
が
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る

形
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

65歳

特別支給の

老齢厚生年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

60歳
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一
「
勇
気
」
と
い
う
た
っ
た
一
言
が
、

一
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
私
を
、
大

一
き
く
変
え
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
い
つ
も
「
勇
気
を
持
と
う
と
、
心
の

一
中
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
心
分
な
り
に

一
精
一
杯
、
い
じ
め
と
戦
っ
て
き
た
と

一
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

一
そ
れ
は
ま
だ
ほ
ん
の
小
さ
な
勇
気
で

一
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
小
さ

一
な
勇
気
が
、
い
じ
め
を
な
く
す
小
さ

一
な
一
歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
小
学
生
の
頃
は
、
み
ん
な
か
ら
嫌

一
わ
れ
る
こ
と
が
怖
く
て
、
い
じ
め
ら

一
れ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
よ
う
と
思
つ

一
て
は
い
て
も
、
な
か
な
か
言
葉
が
出

一
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
の
目
だ

一
け
を
気
に
し
す
ぎ
て
い
た
白
分
の
心

一
が
弱
か
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
友
達

一
の
こ
と
を
考
え
て
上
げ
れ
ぽ
よ
か
っ

一
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。
そ
の
下
が

一
ど
ん
な
に
つ
ら
く
淋
し
か
っ
た
だ
ろ

一
う
と
思
う
と
、
そ
の
時
声
を
か
け
て

一
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
自
分

一
が
す
ご
く
恥
ず
か
し
い
で
す
。
今
で

一
も
周
り
の
け
を
気
に
し
て
し
ま
う
こ

一
と
は
あ
る
し
、
「
ど
う
し
て
私
だ
け
?
」

一
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

幽

も

し

A
さ
ん
し
」
い
う
人
が
い
じ
め

一
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
人
が
私
の
所
へ

一
何
か
借
り
に
来
た
り
す
る
と
、
「
な

r

・

ん
で
連
れ
て
来
る
ん
ぞ
」
と
一
言
わ
れ
た

こ
と
が
何
度
も
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の

度
に
、
白
分
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
が

す
ご
く
嫌
に
な
り
ま
し
た
。
い
じ
め
と

戦
う
と
い
う
こ
と
か
ら
逃
げ
出
そ
う
か

と
思
い
ま
し
と
。
三
け
ど
今
は
「
嫌
わ

れ
て
も
い
い
。
自
分
が
干
し
い
と
思
、
つ

こ
と
を
や
り
過
そ
う
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
「
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、

決
し
て
間
違
っ
て
は
い
な
い
」
と
自
分

自
身
を
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
は
、
多
人
数
で
一
人
何
人
を
い
じ

め
る
の
は
、
卑
怯
だ
と
思
い
ま
す
。
た
っ

た
一
人
の
人
が
、
沢
山
の
人
間
に
固
ま

れ
て
い
て
勝
て
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
て
い
る
方
は
、
自
分
が
強
い
人

間
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
私
か
ら
見
れ
ば
ト
十
九
は
、
そ
の
人

の
心
の
中
は
す
ご
く
弱
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
強
い
人
と
い

う
の
は
我
慢
し
て
い
じ
め
に
耐
え
て
い

一一一一人権作文

る
人
や
、
い
じ
め
と
必
死
で
戦
っ
て
い
い
心
に
負
け
て
し
ま
っ
た
自
分
を
、
情
せ
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
難
一

る
人
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
け
な
く
思
い
ま
す
。

L
い
こ
と
だ
と
は
私
は
思
い
ま
す
。
…

も
う
少
し
思
い
や
り
を
持
っ
て
欲
し
い
小
学
校
J

一
年
間
は
、
決
し
て
い
じ
め
辛
い
時
も
一
緒
に
耐
え
る
こ
と
の
で
一

で
す
に
学
校
へ
来
れ
ば
「
な
ん
で
、
来
か
ら
逃
れ
る
事
の
で
き
な
い
日
々
が
続
さ
る
強
い
精
神
力
や
勇
気
が
必
要
だ
一

る
ん
ぞ
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
、
何
か
き
ま
し
た
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
た
し
、
時
に
は
、
自
分
を
犠
牲
に
し
な
一

を
す
る
度
に
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
れ
ば
ち
と
仲
が
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も
ち
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
一

学
校
に
来
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
こ
と
が
ろ
ん
嫌
に
な
っ
て
逃
げ
出
し
た
く
な
る
し
れ
ま
せ
ん
し
で
も
私
ほ
、
ど
ん
な
一

あ
り
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
と
こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
し
た
c

で
も
こ
こ
と
が
あ
っ
て
も
主
別
と
戦
っ
て
行
一

一
紺
に
い
る
と
き
、
他
の
人
が
誰
も
話
の
三
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
く
心
と
、
ど
ん
な
人
に
で
も
優
し
く
一

し
か
け
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
離
れ
て
こ
と
は
何
よ
り
大
き
く
、
私
は
小
学
生
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
佐
し
い
心
を
一

顧
冨
眠
圃

'

'

-

1

j

一
に
な
っ
て
初
め
て
、
い
じ
め
に
つ
い
て
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
ど
一

極
・
圃
こ
一
覧
一

緬
掴
珊
醐
'
ト
時
一
司
一
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
れ
だ
け
差
別
と
戦
っ
て
い
け
ヲ
手
白
一

瞬

盤

港

反

一

耕

一

な

り

ま

し

た

。

分

で

も

分

か

ら

な

い

し

、

自

信

も

あ

一

製
襲
撃
量
一
'
こ

'u一
幽

理

署

翠

員

犬

↑

(

二

周

り

の

友

達

は

み

ん

な

、

好

き

な

友

り

ま

せ

ん

。

で

も

、

自

分

を

い

く

ら

一

瞬

隣

友

る

一

生

一

達

だ

け

話

し

た

り

し

て

、

す

ご

く

楽

し

犠

牲

に

し

て

も

か

ま

わ

な

い

か

ら

、

一

理

圃

の

す

一

年

了

τつ
で
し
た
。
私
は
そ
の
こ
と
を
考
え
い
つ
か
、
た
っ
た
一
人
の
友
達
を
幸
一

置
劉
人
に
一
一
一
一
る
と
自
分
が
嫌
で
し
た
。
だ
け
ど
、
私
せ
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
一

割

論

一

せ

一

学

一

が

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

会

話

し

た

り

り

た

い

と

思

い

ま

す

o

韓

臨

幸

一

中

一

し

て

い

る

と

、

友

達

と

の

間

に

冷

た

か

一

顧
廊
崎
圃
I

l

l

i

-

-

卜
|
川
円
|
L

空
気
が
張
り
つ
め
て
い
る
よ
う
な
気
が

い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
は
数
え
き
れ
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
す
ご
く
つ
ら
い

¥
J
参
〉

園

な
い
程
あ
り
、
ク
ラ
ス
に
も
搭
け
込
ん
し
、
と
て
も
怖
い
で
す
。
友
達
が
み
ん
乏
し
っ
タ
¥
千
ザ

、A
V
a司
島

『

色

町

0.，圃
S

F

霜

夜

・

で
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
「
ど
つ
な
、
私
か
ら
離
れ
て
い
く
よ
う
な
芸
ぷ
い
い
よ
通
パ
一

U
一

し
て
私
だ
け
が
こ
の
人
と
一
緒
に
い
な
し
ま
す
。
私
は
、
み
ん
な
と
仲
良
く
し

/
i
L
ペ叫

/
f
M
q
ι

一

い
と
い
け
ん
の
」
と
思
う
気
持
ち
ゃ
、
た
い
の
で
す
。
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
う

¥
¥
j
b
p

そ
の
人
を
憎
む
気
持
ち
ま
で
も
が
、
知
し
、
ど
う
し
て
人
を
差
別
す
る
の
か
私
百

J
h
w川
蝉
.

f

入
国

J
h
h
m
H
m
u
N川
以
哩

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
芽
生
え
て
い
ま
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
「
た
っ
た
一

f

J

J
詣
い
開

wuu
一

し
た
の
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
じ
ぶ
ん
人
の
友
達
を
や
せ
に
す
る
こ
と
」
ヘ
一
(
"
に
刊
淵
机
輔

'

i

-

が
周
囲
の
人
々
に
嫌
わ
れ
て
い
る
と
思
ワ
ヲ
て
れ
は
、
簡
単
な
こ
と
に
忠
わ
れ
る

a
'
1

一

て
い
ま
し
た
。
で
も
私
は
、
そ
の
時
引
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
を
辛
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動く橋シンポジウムほか一一一

一
月
号
は
、
動
く
橋
サ
ミ
ッ
ト
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ル
テ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ

ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
分
科

会
の
模
様
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
ず
、
第
一
分
科
会
で
は
、
「
橋
を

活
か
し
た
町
子
つ
く
り
」
を
テ
l
マ
に
、

日
本
大
学
理
工
学
研
究
所
教
授
の
伊
東

孝
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

1
に
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
長
崎
総
合
科
学
大
学

教
授
の
片
寄
俊
秀
先
生
、

N
H
K
解
説

委
員
室
主
幹
の
山
田
吉
孝
さ
ん
、
長
野

県
南
木
曽
町
商
工
観
光
課
長
の
小
幡
忠

実
さ
ん
、
佐
賀
県
諸
富
町
商
工
水
産
観

光
係
長
の
吉
村
重
幸
さ
ん
、
長
浜
町
経

済
課
長
の
山
下
回
広
さ
ん
を
迎
え
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
片
寄
先
生
は
、
「
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
古
い
も
の
を
活
か

活発な意見交換が行われた第一分科会

そ
う
と
い
う
発
想
が
実
に
痛
快
で

あ
り
、
橋
の
メ
ッ
カ
を
目
指
し
て

頂
き
た
い
。
」
と
。

次
に
、
山
田
さ
ん
は
、
「
大
分

県
の
院
内
町
に
は
六
十
橋
程
度
の

石
橋
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元

の
人
が
石
橋
を
見
直
し
て

n

何
と

か
や
っ
て
み
よ
う
u

と
い
う
意
識

が
芽
生
え
で
い
る
。
か
と
言
っ
て

町
の
所
得
が
増
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
人
口
も
減
少
し
て
い
る
。
長

浜
町
は
自
然
の
宝
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
う
ら
や
ま
し
い
。
こ
の
宝
を
活

つ
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
橋
が
住
民
に

と
っ
て
思
い
出
深
い
橋
で
あ
る
こ
と
は

良
く
分
か
っ
て
い
る
が
、
三
億
円
の
投

資
を
な
ん
と
か
回
収
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
二
億
円

は
橋
が
椋
ぐ
の
で
は
な
く
、
橋
を
含
め

て
町
の
景
観
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
た
う

え
で
回
収
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
。

山
下
さ
ん
は
、
「
町
の
資
源
は
大
事

だ
が
、
橋
が
良
く
て
も
川
が
汚
い
と
意

味
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
付
加

価
値
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

か
し
て
、
住
む
町
、
来
る
町
、
泊
ま
る

町
、
も
う
一
つ
お
ま
け
に
金
を
落
と
す

町
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
。

小
幡
さ
ん
は
、
「
南
木
曽
町
に
は

H

桃
介
橋
々
と
い
う
大
正
十
一
年
に
で

き
た
土
木
遺
産
を
復
元
し
、
町
の
遺
産

に
し
た
実
績
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
か

に
遺
産
を
守
り
、
地
域
ぞ
つ
く
り
に
活
用

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
地
域
の

人
の
気
持
ち
を
向
け
さ
せ
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」
と
。

吉
村
さ
ん
は
、
「
撤
去
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
筑
後
川
橋
梁
を
残
す
た

め
に
、
諸
富
町
と
大
川
市
が
二
億
円
ず

遊
ぴ
と
橋
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
開
閉
橋

の
記
念
館
や
橋
の
八
十
八
か
所
め
ぐ
り

な
ど
を
企
画
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
会
場
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
出
さ
れ
、
今
治
の
村
上
雅
幸
さ
ん

か
ら
は
、
「
行
動
を
起
こ
す
の
は
住
民
、

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
作
文
を
書
い

た
子
供
た
ち
は
、
十
年
後
の
将
来
、
こ

の
動
く
橋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
何
ら
か
の

励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
十
年
か
け
て
文
化
財
を
創
る
よ
り
、

二
十
年
か
け
て
人
を
育
て
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
長
浜
町
に
魅

力
が
あ
っ
て
も
、
観
光
地
化
さ
れ
た
長

浜
町
に
魅
力
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
に
い
る
人
が
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
う
町
に
す
る
こ

と
が
、
町
守
つ
く
り
の
基
本
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
貴
重
な
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ビ
ネ
を
中
心
に
花

を
活
か
し
た
町
キ
つ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
須
沢
の
水
口

健
さ
ん
や
西
日
本
一
の
滝
を
地

元
に
有
す
る
白
滝
の
久
保
義
章

さ
ん
か
ら
長
浜
町
の
宝
が
次
々

に
紹
介
さ
れ
、
有
意
義
な
第
一

分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

あらしに包まれる長浜大橋
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ビ
ニ
ー
ル
コ

I
ド
を
釘
、
ス
テ
ッ
プ

ル
、
金
具
等
で
壁
、
床
な
ど
に
固
定
し

て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
短
絡
や
漏
電

知

の
原
因
と
な
り
、
火
災
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ビ
ニ
ー
ル
コ

l
ド
は
、
被
覆
が
薄
い

た
め
に
傷
み
や
す
い
の
で
す
。
ビ
ニ
ー

ル
コ
ー
ド
と
は
、
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
や

電
気
器
具
等
に
付
い
て
い
る
電
線
の
こ

と
で
す
。

て
い
る
海

白
滝
小
山
下
校
五
年

清

水

理

愛

お知らせ

わ
た
し
は
夏
に
な
る
と
、
家
族
と
い
っ

し
ょ
に
、
海
水
ょ
く
に
行
き
ま
す
。
そ

の
時
は
、
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
わ

か
め
を
ひ
ろ
っ
て
、
ナ
イ
ロ
ン
ぶ
く
ろ

に
入
れ
て
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
だ
け
ど
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
、
「
き
た
な
い
。
」
と
い
い
な

が
ら
遊
び
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
中
で
一
番

多
い
の
が
、
ジ
ュ
ー
ス
の
カ
ン
や
ビ
ン

で
す
。
ほ
か
に
も
、
ガ
ム
の
か
す
、
ゴ

ム
な
ど
が
、
よ
く
落
ち
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
で
遊
ぼ
う
。
」
と
か
、
「
こ
れ
危

な
い
」
と
い
っ
た
り
し
ま
す
。

海
の
中
は
、
け
っ
こ
、

2
さ
れ
い
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
家
族
は
、
他
に
も
魚
つ

り
に
も
行
き
ま
す
。
そ
の
時
は
、
つ
れ

な
い
か
な
あ
と
待
っ
て
い
て
も
、
全
然

つ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
つ
れ
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ど
ん

ど
ん
魚
が
つ
れ
て
き
ま
す
。

ど
う
し
て
つ
れ
な
い
時
が
あ
る
か
と

い
う
と
、
へ
い
の
後
ろ
が
う
め
た
て
地

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
う
め
た
て

地
を
し
た
ら
、
海
が
ど
ん
ど
ん
へ
っ
て

い
っ
て
、
魚
は
も
っ
と
つ
れ
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
う
め
た
て
地

が
も
っ
と
少
な
く
な
っ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
、
つ
め
た
て
地
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

森
林
国
営
保
険
は
、
森
林
国
営
保

険
法
に
基
づ
き
、
国
が
森
林
に
つ
い

て
の
火
災
、
気
象
火
災
及
び
噴
火
災

に
よ
る
損
害
を
対
象
と
し
て
行
う

「
損
害
保
険
」
で
す
。

土
日
か
ら
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
言
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
、
こ
の
よ
う
な
保
険
を
活
用
し
、

不
時
の
災
害
に
備
え
る
よ
う
働
き
か

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
大
災
害
を
例
に
あ
げ
て
見

ま
す
と
、
平
成
三
年
の
雲
仙
普
賢
岳
の

噴
火
災
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
規
模

で
激
甚
な
風
害
、
昨
年
の
大
干
害
は
記

憶
に
新
し
い
大
災
害
で
す
。

森
林
災
害
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
万

全
の
対
策
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
災
害

を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

が
、
災
害
に
よ
っ
て
は
、
受
け
た
損
害

の
痛
み
を
や
わ
ら
げ
、
再
生
に
向
け
て

意
欲
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
は
で
き
る
の

が
「
森
林
国
営
保
険
」
な
の
で
す
。

(1)保険金額表 (ha当たり・単位・円)(H 7圃 1月現在)

契約時年輪樹種 スギ・ヒノキ その他針葉樹 広葉樹

1年生 570，000 560，000 440，000 

6年生 1，170，000 1，080，000 690，000 

11年生 1，490，000 1，350，000 810，000 

16年生 1，620，000 1，370，000 840.000 

21 ~25年生 1，940，000 1，400，000 840，000 

26~30年生 2，450，000 1，460，000 840，000 

31 ~35年生 3，150，000 1，540，000 840，000 

保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、
森
林

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
国
が
そ
の

損
害
を
補
償
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
保
険
金
額
及
び
保

険
料
は
樹
種
、
林
齢
な
ど
、
図
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
森
林
国
営
保
険
に
つ
い
て

は
、
長
浜
町
森
林
組
合
(
宮
五
二
l

一
二
五
五
)
ま
た
は
愛
媛
県
八
幡
浜

地
方
局
大
洲
出
張
所
林
業
課
(
宮
五

一一

l
四
一
一
二
こ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

(2)保険料表 (ha当たり・単位舗円)(H 7圃 1月現在)
Oスギ・ヒノキ



予防接種

子麟 事B~法律が改正されました~

平成 6年 10月 1日に予防接種法が改正されました。この法律の改正に伴い、結核予防法によっ

て行われているツベルクリン反応検査、 BCG接種も同様の方法で行われるようになりました。

予防接種は、感染症を防ぐ目的で行われていますが、一方では、副反応によって重い後遺症を

残す場合があります。そこで、厚生省では、人為的ミスによる副反応を可能な限り予防するとと

もに、健康被害が発生した場合の救済措置の充実を図ることを主眼として、次のような改正を行

いました。

改正された主な内容

自的の改正

感染症の予防とともに「予防接種による健康被害の迅速

な救済を図る」ことを目的に改正されました。

2 対象疾病の見直し

以前に行われていた「痘そう、コレラ、インフルエンザ、

ワイル病Jの予防接種が除かれ、新たに「破傷風」が加わ

りました。また、接種時期(年齢)についても、それぞれ

に変更されました。

3 安全な予防 接種を実施するための予診規定の創設

従来は問診によって接種の適・不適格が判断されていましたが、問診に加えて視診及び聴診を

千子うことになりました。

町体育館で行われている予防接種の模様

4 接種を受ける者等の責務

以前は義務として「受けなければならない」とさ

れていたのが、「受けるよう努めなければならない」

という努力規定に変わりました。

5 健康被害の救済措置の充実

健康被害が生じた場合、迅速な救済措置の充実と

ともに保健福祉事業の推進が図られるようになりま

した。

以上のような改正により、今後行われる定期の予防接種は、ジフテリア・百日ぜき・破傷風 の

3種 混合 、ジ フテリア・破傷風の 2種世合、ポリオ(小児マヒ)、麻しん(はしか)、風しん(三

日ばしか)、日本脳炎及び結核予防法によるツベルクリン反応検査、 BCGの接種となります。

なお、長浜町で実施する予防接種の計画表及びパンフレットなどは 3~4 月上旬に、接種対象

となる子供の保護者に配付する予定ですが、予防接種の詳細については、役場生活環境課保健指

導係(盟 52-1111 ・(有)2095) にお問い合わせください。
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ク
ッ
キ
ン
グ

生
活
改
善
グ
ル
[
ブ

n』

E
T
S

あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
(
出
海
)

ア
ロ
エ
化
粧
水

一
材
料
}

1
焼
酎
(
三
十
五
度
)
五

O
O
m

-
レ
モ
、
J

(

自
然
栽
培
)
二
一
個

一

ア

ロ

エ

の

業

三

枚

一

は

ち

み

つ

大

さ

じ

五

杯

「

精

製

水

五

五

O
∞

一
作
り
方
}

⑦
ア
ロ
エ
、
レ
モ
ン
を
輪
切
り
め
よ

う
に
細
か
く
切
る
。
レ
モ
ン
は
白
然
栽

将
で
、
無
農
薬
物
に
限
る
。

一
叫
容
器
(
ガ
ラ
ス
製
が
良
い
)
に
①

を
入
れ
、
更
に
焼
酎
と
は
ち
み
つ
、
精

製
水
を
加
え
る
。

③
容
器
を
完
全
に
密
劃
す
る
。

一%-一;一一
A

か
月
桂
慢
寝
か
せ
て
、
そ

の
後
裏
ご
し
し
て
出
来
上
が
り
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
最
近
、
化
粧
品
の

中
に
合
ま
れ
て
い
る
鉱
物
質
及
ひ
防
腐

の
為
の
化
学
物
質
等
に
よ
る
皮
痛
め
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
身
だ
し
な
み
だ
け
で
な
く
、

男
性
化
粧
用
品
も
少
な
く
な
い
今
日
、

何
種
頒
も
の
化
粧
品
を
使
用
す
る
ご
と

に
よ
り
、
皮
膚
を
密
閉
し
、
皮
膚
呼
岐

を
困
難
に
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
肌
に

良
い
こ
と
で
は
あ
り
主
せ
ん
。

皮
膚
は
腎
肝
、
肺
、
胃
腸
な
ど
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
ら
臓
器
の
細

胞
の
働
き
が
表
面
に
出
て
く
る
の
が
皮

膚
の
状
態
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
皮
膚
も
臓
器
の
一
部
と
い
う
こ
と

ミッシェル

1--I入

手閉昔
月 lこ々

h ，" t勾1;

2丹3
LηF命

1: *' '~ζ 
01 

11 ~ I 

1量的

〆日
?和
1" 7 
字 LI 

l t:: 
I:。

と少年

長浜高校美術部

紹介コーナー

力

を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
外
見

だ
け
を
き
れ
い
に
し
て
い
て
も
、
肌
の

健
康
に
は
と
て
も
悪
く
、
内
側
の
臓
器

に
も
影
響
し
て
く
る
の
が
化
粧
で
す
。

そ
こ
で
、
美
し
く
あ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
健
康
で
あ
る
ミ
と
が
第
一
条
件

で
す
が
、
さ
ら
に
、
直
接
肌
に
つ
け
る

化
粧
水
に
り
い
て
は
、
化
学
物
質
等
の

入
っ
て
い
な
い
手
作
品
を
自
分
で
作
つ

弘
ぐ
ま
ミ
当
ミ
-
、

J

7

、。

z
v
l
し
カ
カ
ス

L

Z
ノ
ワ

一
頑
躍
っ
て
い
空
す
/
.

和
華
道
グ
ル
ー
プ

(
華
道
)

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
、
大
和
地
区
で

花
を
4

一
変
す
る
者
が
集
主
り
、
昭
和
五
十

三
年
に
婦
人
会
の
一
環
と
し
て
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

会
員
は
、
二
一
十
代
か
ら
六
J
l
代
と
幅

広
い
年
齢
層
で
す
が
、
明
る
く
国
か
い

雰
聞
気
の
中
、
伝
統
あ
る
「
池
の
坊
」

の
流
儀
を
地
元
の
上
満
町
子
先
生
の
指

導
の
も
と
、
花
め
名
前
や
生
け
方
等
移
一

教
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
変
わ
っ

た
様
々
な
種
類
の
花
と
の
出
会
い
に
驚

き
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
の
行
事
等
に
も
参
加

し
て
、
地
械
の
方
々
に
も
生
け
花
の
美

し
さ
に
触
れ
て
頃
き
、
華
や
か
さ
を
添

え
て
い
ま
す
。

f
ん

K
A
白、

嶋
田mw 

イ
ノ

H
ソ

ゆ遁+牽ム人
ザ〈
M
U

R
A
U
 

つ

題
脚
賊

諸

国

欄

山

川

瞳
腰

M

・
圃
園
田
守
色

圃
圏
園
田
よ

属
暢
働
組
掴
園
田
・

s

』

関
関
劇
活
坦

瀦
廻
翻
華
+

中
↓
グ
ル
ー
プ
で
は
、
楽
し
く
お
し
ん
¥

べ
り
し
な
が
ら
、
華
道
に
よ
る
人
の
和

と
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
励
ん
で
い
ま

す
の
で
、
化
の
好
き
な
万
や
生
け
化
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も
大
和
公

此
館
へ
足
を
迷
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

(
お
花
の
折
き
な
方
歓
迎
し
ま
す
。
)

な
お
、
大
和
華
道
グ
ル
ー
プ
へ
の
お

問
い
令
わ
せ
は
、
上
回
、
つ
め
か
「
宮
五

一一

1
二
六
九
一
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

一
練
習
日
}
毎
月
第
三
・
凹
金
曜
日

(
午
後
じ
時
か
ら
午
後
九
時
)

一
会
員
一
一
一
打
キ
ク
ミ
、
一
一
一
目
布
子
、

七
内
A
f
代
、
矢
野
和
子
、
小
泉
満
子
、

小
出
水
明
子
、
上
回
う
め
か
、
森
内
康
子
、

大
石
和
子
、
井
内
禎
子
、
下
町
勝
子
、

西
山
君
枚
、
中
上
美
智
子
、
(
介
日
近
代
、

泉
回
節
子
、
岡
本
美
恵
子
、
西
田
清
子
、

菅
辛
子
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1題対
島策
去を
?詩

一
月
-
二
十
今
日
、
役
場
二
階
会
議
室

で
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
各
種
団
体

が
出
席
し
た
。

こ
の
慣
議
会
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・

分
水
問
題
に
総
合
的
に
対
処
す
る
た
め

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
総
会
で
は
、
現

在
ま
で
の
経
過
報
告
と
今
後
の
対
応
な

ど
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
題

に
対
処
す
る
た
め
広
く
女
性
団
体
等
の

参
加
や
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
話

被
災
さ
れ

方
を
救
済

ー
商
工
会
が
募
金
活
動
j

阪
神
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
復

興
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
と
う
と
、

し
合
わ
れ
た
。

'-..._ 

今後の対応が検討される設立総会

0) 

見dて4ジ

義援金の協力を呼びかける青年部員

二
月
四
日
、
長
浜
町
商
工
会
青
年
部
員

が
、
本
町
商
庖
街
で
阪
神
大
震
災
の
義

援
金
を
募
っ
た
。

青
年
部
員
ら
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の

た
め
に
と
、
買
い
物
客
や
通
行
す
る
人

達
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
約
六
万
円
の

募
金
と
商
工
会
な
ど
か
ら
台
わ
せ
た
義

援
金
約
十
万
円
を
兵
庫
原
に
送
金
し
た
。

連
帯
意
識

高
揚
を

ー
白
滝
で
お
楽
し
み
九
五
1

二
月
五
日
、
白
滝
小
学
校
体
育
館
で

ど
ん
ぐ
り
が
結
ぶ

一
輪
車
の
友
情

ー
豊
茂
小
児
童
T
V
放
映
j

二
月
十
六
日
、
午
前
七
時
間

l
五
分

か
ら
テ
レ
ビ
愛
媛
で
、
豊
茂
小
学
校
児

童
の
一
輪
車
の
練
習
風
畏
が
全
国
放
眼

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
め
ざ
ま
し
テ
レ

ビ
」
の
中
の
列
島
対
決
と
い
う
香
組
で

紹
介
さ
れ
た
も
の
。
一
色
美
和
ア
ナ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
「
ど
ん
ぐ
り
を
五

万
個
拾
っ
て
一
輪
車
を
買
い
ま
し
た
」

「
白
滝
地
区
お
楽
し
み
会
」
が
行
わ
れ
、

地
域
の
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
と
と
も
に
交
流
を
通

じ
て
、
地
域
の
連
帯
意
識
の
高
拐
を
図

ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
ク
イ
ズ
、
踊
り
等
、
参
加
者

の
趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し
物
に
、
会
場

で
は
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

と
ど
ん
ぐ
り
が
結
ぶ
一
輪
車
の
友
情
が

お
茶
の
間
に
披
露
さ
れ
た
。

[@ 

-~ 
ー

白

滝

俳

句

会

l

様々な出し物が行われたお楽しみ会

風
花
の
ま
じ
り
杵
音
は
げ
し
か
り

か

ば

っ

一

宮

菊

枝

皐
粧
や
松
過
ぎ
て
引
く
黒
大
豆

平

井

松

子

冬
う
ら
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
花
愛
し

森

悦

子

七
草
を
人
れ
健
康
の
粥
を
炊
き

岡

野

ノ

ブ

コ

姉
逝
き
て
又
姉
逝
き
て
寒
に
入
る

上

田

孝

子

地
震
去
り
し
瓦
礁
の
街
の
凍
月
夜

岩

本

勝

義

紅
梅
を
映
す
池
の
面
し
ず
か
な
る

一輪車に乗って取材を受ける豊茂小の史童たち

天獅梧
を子の
突頭以
く f丁 所三
-j!'ちに
干支え ふ 臥
のりす

都先清母上ま上
ののま

築月 ;Jc頻出食田
のをみ

い冴禎見スゐミ
ちえ したツ
f 子 ミり了A

制ド

旬

H

白
滝
小
学
校
1

北
風
の
ふ
く
な
か
お
参
り
椿
さ
ん

六

年

国

間

利

典

雪
の
中
春
を
知
ら
せ
る
ふ
き
の
と
う

六

年

大

西

範

人

寒
い
冬
こ
た
つ
に
も
ぐ
り
ひ
と
ね
む
り

六

年

大

成

太

よ

寒
い
朝
バ
ケ
ツ
の
中
は
ス
ケ
ー
ト
場

六
年
白
石
涼
一
千

白
い
息
寒
気
」
に
負
け
ず
登
校
す

六

年

清

水

美

紀

ヒ
ユ
ル
ル
ン
と
冷
た
い
風
が
ほ
お
を
さ

六
年
和
左
田
美
倖

す

モモ
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一一一一表彰・一歳です

官ド

一
息
ま
き
だ
お
に
を
は
ら
っ
て
ふ
く
は
内

三
年
二
宮
ま
ど
か

学
芸
会
ド
キ
ド
キ
む
ね
が
お
ど
り
だ
す

今
二
年
二
宵
麻
希

冬
の
空
ぼ
た
ん
一
当
だ
も
っ
と
ふ
れ

凶
年
宮
下
水
[
民

ふ
ら
ふ
ら
と
当
が
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
た

よ

四

年

三

宮

望

さ
く
ら
咲
き
中
学
生
活
ス
タ
ー
ト
だ
平
成
六
年
十
月
二
十
五
日
、
松
山
市

六
年
二
宮
出
土
で
更
生
保
護
制
度
施
行
四
十
五
周
年
記

さ
く
ら
咲
き
入
学
式
が
も
う
す
ぐ
だ
念
愛
媛
県
更
生
保
護
大
会
が
開
催
さ
れ
、

六
年
二
宮
俊
博
当
町
か
ら
更
生
保
護
事
業
に
功
労
の
あ
っ

新
し
い
制
服
を
着
て
胸
は
ず
む
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

六

年

日

本

温

子

(

敬

称

略

〉

一
{
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
一
土
用

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
考
え
る
時
、
男
の
子
で
も
女
の
J

一
孝
童
(
柴
・
七
五
)
{
四
国
地
方
保
護

で
も
付
け
ら
れ
る
名
前
に
し
た
い
と
い
思
っ
て
い
ま
し
た
c

一
可
連
盟
会
長
表
彰
一
石
山
豊
(
出
海
・

H

千
里
。
と
い
う
言
葉
の
響
き
の
可
安
い
ら
し
さ
、
そ
一
五
六
)
{
松
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
広
い
広
い
海
に
こ
れ
し
か
な
い
一
}
土
居
ミ
ツ
子
(
柴
・
仁
三
)
佐
々
木

!
と
い
っ
た
感
じ
で
こ
の
名
前
に
し
ま
し
た
。
一
津
子
(
豊
茂
・
七
四
)
{
愛
媛
更
生
保

誰
に
会
っ
て
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
千
里
く
ん
。
そ
の
笑
一
護
婦
人
連
合
会
長
表
彰
}
坂
井
文
子

顔
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
す
事
無
く
、
い
ろ
ん
な
物
見
て
、
一
(
柴
・
七
四
)

い
ろ
ん
な
本
を
読
ん
で
、
い
ろ
ん
な
人
に
会
っ
て
、
い
ろ
一

ん
な
事
を
い
っ
ぱ
い
吸
収
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
一
特
選
に
山
田
可
名
さ
ん

す
。
そ
し
て
、

同

一

全

国

学

生

俳

句

大

会

白

分

の

将

来

生

一

を

自

分

で

切

削

一

一

月

十

五

日

、

第

二

十

五

回

平

成

六

り

拓

い

て

い

っ

同

一

年

度

全

国

学

生

俳

句

大

会

の

入

賞

者

が

て

く

だ

さ

い

。

時

一

発

表

さ

れ

、

当

町

か

ら

特

選

旬

、

人

時
一
選
一
句
、
佳
作
四
句
が
入
賞
し
ま
し
た
の

今
同
の
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
小
学

開
生
が
七
万
四
千
七
白
凹
十
七
旬
、
中
学

金打J
山 j

日 d

日
戒
川
小
学
校
H

中JI !千

目父
11 

' 昭
夫
さ
ん

母
11 

恵
子
さ
ん

梅
が
咲
き
う
ぐ
い
す
来
た
よ
も
う
春
だ

六

年

宇

都

宮

恵

ふ
き
の
と
う
土
か
ら
芽
が
出
て
こ
ん
に

ち

は

六

年

久

保

明

日

呑

土
居
孝
童
さ

iま

ゆ
き
が
と
ぶ
つ
め
た
い
か
ぜ
が
ふ
い
て

き

た

一

年

二

宮

諒

多

き
た
か
ぜ
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
ふ
い
て
お

お

さ

む

い

一

年

宮

下

法

子

お
ん
ど
け
い
き
ょ
う
は
さ
む
い
ぞ
せ
が

ひ

く

い

二

年

宇

都

宮

悠

一

雲
あ
つ
く
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
ら
ぼ
た
ん

雪

二

年

久

保

智

恵

屋
根
の
上
雪
が
ふ
り
ま
す
コ
ン
コ
ン
と

千

二

年

二

宮

光

一
⑩
恥ヨ山

T

e

口
、
也
事

一
品
川
ん

a

J

小説一一J一-すτ~ 

一
器
輸
問

六
年
度
更
生
保
護
の
功
労

生
が
四
万
七
千
五
一
白
二
句
と
多
数
応
募

さ
れ
、
特
選
十
二
一
句
、
入
選
六
十
六
句
、

佳
作
三
百
十
八
匂
中
、
長
浜
小
学
校
の

山
市
川
弘
さ
ん
の
俳
句
が
見
事
特
選
に

輝
き
ま
し
た
。

一
特
選
一
ま
ち
の
家
切
り
絵
の
よ
う
に

く
れ
て
い
く
(
長
浜
小
三
年
・
山
田
可

名
)

ん#
C
 

名
一
可

三一平

J
4言踊
E
特

一
入
選
一
水
不
足
ダ
ム
の
中
か
ら
旧
役

場
一
長
以
中
三
年
・
池
田
直
幸
)

{
佳
作
}
ょ
っ
だ
い
こ
け
し
よ
う
し
た

顔
す
ま
し
て
る
(
櫛
生
小
二
年
・
津
井

直
)
そ
ば
ば
た
け
こ
ゆ
き
の
よ
う
な
は

な
が
さ
く
(
喜
多
灘
小
二
年
・
津
田
さ

く
ら
)
か
き
の
実
が
ね
ら
っ
た
よ
う
に

詳
ち
て
く
る
(
豊
茂
小
六
年
・
宇
都
宮

克
博
)
秋
ふ
か
し
水
車
に
か
ら
ま
る
蔦

か
ず
ら
(
長
浜
中
二
年
・
後
藤
奈
々
恵
)

年
金
教
育
資
金
貸
付

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

入選の池田直幸くん

平
成
六
年
十
二
月
か
ら
年
金
教
育
資

金
貸
付
制
度
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
し

た。
年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度
と
は
、
厚

生
年
余
保
険
ま
た
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
子
供
が
学

校
等
に
入
学
さ
れ
る
と
き
や
、
在
学
中

の
国
民
年
会
保
険
料
の
お
支
払
い
に
も

ご
利
問
い
た
だ
け
る
制
度
で
す
。

利
刊
の
対
象
と
な
る
方
は
、
一
平
生
年

金
保
険
ま
た
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
余
保
険
(
旧
船

員
保
険
も
含
み
ま
す
。
)
の
加
入
期
間

ま
た
は
国
民
年
金
を
納
付
3
れ
た
期
間

が
合
算
し
て
十
年
以
上
あ
る
方
の
組
放

で
、
高
校
、
大
学
等
に
入
学
ま
た
は
、

在
学
す
る
場
合
の
入
学
金
、
授
業
料
等

の
教
育
資
金
(
学
生
一
人
当
た
り
厚
生

年
金
は
百
万
円
、
国
民
年
金
五
十
万
円
)

と
し
て
利
川
す
る
場
合
で
す
。

ま
た
、
平
成
一
二
年
四
月
か
ら
学
生
の

皆
さ
ん
も
同
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
親
の
保
険
料

負
担
が
過
大
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
台
の
お
え

払
い
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
利
回
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
(
社
)
愛
授
県
年
金
而

祉
協
会

(
O
八
九
九
i
四一

l
七
六
六

七
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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長
浜
町

印刷備)岸本印刷

地
域
を
描
く
美
術
展
と
し
て
、
昨
年

か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
「
長
浜
町
を

描
く
絵
画
・
写
真
展
」
の
作
品
展
が
、

愛
媛
県
立
美
術
館
と
長
浜
町
ふ
れ
あ
い

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

作
品
は
、
絵
画
の
部
三
百
十
四
点

占

C下世
見ひぜ宇佐々数の品作l

u
 

、り晴素

平成 7年 3月1日発行平成 7年 3月号

(
一
般
の
部
二
百
十
点
、

小
・
中
学
生

の
部
百
四
点
)
と
写
真
の
部
百
四
十
三

点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、

心

と
き
め
く
彩
り
の
町

H

な
が
は
ま
u

を

素
晴
ら
し
い
感
性
で
と
ら
え
た
作
品
の

数
々
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
立
美
術
館

(
三
月
二
十
一
日
i

二
十
六
日
・
十
時
j
十
八
時
〈
最
終
日

は
十
六
時
ま
で
〉
)

ふ
れ
あ
い
会
館

(四
月
十
二
日
j
二
十

三
日
・
九
時
j
十
八
時
)

qfb 

結

婚

お
〈
や
み

1
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

非己 5孟

豊

茂
下
須
戒

出

海
長

浜

出

海

青

島
櫛

生

白

滝

豊

茂
長

浜
下
須
戒

大

越
櫛

生
長

浜

長

浜

出

海

長

浜

石高岡高森後木上菊大石村豊沖垣 二菊

田崎口藤下田地野堂木田永見宮地

ヨ
シ
ヱ

ヒ
ロ
ヱ

亀

男
虎
三
郎

忠

重

猶

正

冨
登
両
国

イ
ナ
コ敏

ツ
ヤ
子

慶

喜
カ
ヲ
ル

ス庄
五
郎

岩

夫

(八
九
)

(
六
七
)

(七
一ニ)

(
六
八
)

(
八
六
)

(
七
二
)

(
八
二

(八
七
)

(八
四
)

(
七
八
)

(六
一ニ)

(
八
八
)

(
八
八
)

(九
O
)

(
七
五
)

(九
四
)

(八

O
)

亥年も 3月 を迎えて、卒業 ・進

学の歓ぴに浸る時である。 1月 17

日 の阪神大震災の大被害に夢は砕

かれた。東京大震災に次ぐ死者・

負傷者・家屋の全半壊は予想もし

な か っ た。加えて大火災の発生は

被害を増大した。 ガス・水道・食糧

のない避難生活者の苦しみカ可云わっ

てくる 。 同胞の温かい義援金や救

援物資、ボランテイアは救いの神

である。海外からの救援も忘れら

れな い。併し仮設住宅や公営住宅

は被災者の半分にもならず、不自

由な避難所生活はいつまでも続く

のだろう 。某学者は、 68年の十勝

地震や71年の 米国のサンフェルナ

ンド地震の教訓を生かし、耐震強

化を施していたらと嘆いている。

早急に烈震に耐える補強を急いで

ほしい。 3月と 言 えば、大学卒業

生は 就 職 の 喜 びが湧く時だが、就

職内定の取り消しが相次ぐという 。

幼・小・中・高の校舎復旧はいつ

のことやら 。 間借授業では、 21世

紀の背負う青少年の育成も程遠い。

本県は原子力発電所をかかえてい

る 。チェルノブイリ原発事故を思

い、活断層沿いの耐震強化を官民

一 体となって対策を練り、安心し

て暮らせる郷土作りに英知をしぼっ

て欲しい。

広報な がはま

1
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名

豊今
sν 

猛
プ

市
門

ツ

森
カ

は
の

プ
ん

ツ
さ

ト
紀

の
美

白
川

A
ウ

坊茂

井 森

上内

美

、

下 沖 戒長
須
戒浦 川 浜

上中後東
田見藤

敏彰武勝
典英志浩

長
女

長
男

長
女

長
女

!尼
名

佳か佳か一宇佳か
奈な奈な弥ゃ歩 ほ

イ主岡

フ

ミ

ヒ
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ア
コ

撞
編
集
後
記
霊

卒
業
・
入
学
・
就
職
・
異
動
な
ど
、

大
変
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

「
備
え
有
れ
ば
憂
え
無
し
」
の
一言
葉
の

よ
う
に
、
余
裕
を
も
っ
て
こ
の
シ
ー
ズ

ン
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
月
号
は
、
年
金
に
つ
い
て

詳
し
く
掲
載
し
ま
し
た
。
国
民
の
義
務

と
し
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

民
年
金
は
、
国
民
の
相
互
扶
助
原
則
の

も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
公
的
年
金
で

す
。
誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
や
障
害
、

遺
族
な
ど
の
万

一
の
場
合
、
し
っ
か
り

と
し
た
支
え
と
な
る
の
が
公
的
年
金
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
今

一
度
、
再
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

(

い
)

人 口 世 帯 数

人口をふやしましょう

1月 末現在 前月との比較|

10，839人 22人減

人 口 (男 5，076人) (男 9人減)

女 5，763人 女 13人減

世 荷数 3，742世帯 l世干符土曽


